創世記　３章　１０－１３節
２０２３年１１月２６日

「あなたの足音が園の中に聞こえたので、恐ろしくなり、隠れております」：神の問いかけに対して、アダムは神を恐れ、、身を隠した。これが罪人の神に対する最初の応答となった。涼しい風の吹く頃に近づいて下さった神を恐れたことが罪人の本性となっている。
＊禁断の果実を食べることで目が開かれたアダムは自分が裸であることを恥ずかしく思い、さらに、神のようになったはずのアダムは真の神を恐れて身を隠すようになった。神の御言葉に背き、神を離れたアダムにとって神の歩まれる足音は恐れとなったのである。
「お前が裸であることを誰が告げたのか」：神は「お前が裸であることを誰が告げたのか」と問いかけられた。裸であることはアダム自身が自然に悟ったことではなく、もちろん神が教えられたことでもない。アダムが裸であることを知らせたのは蛇であり、神の御言葉に背くことで知ることができた事実なのである。神との正しい関係における自己認識から離れて偽りの言葉に従い、目が開かれ、善悪を知るという知識によって自己を見つめる時、そこで発見した自己の姿は恥ずかしく、惨めな「裸」の姿であった。
＊「誰が告げたのか」という問いかけは「あなたはどこにいるのか」という問いかけと同様に、神からの恵みの招きであり、アダムを導こうとされる神の愛の招きであった。神からの問いかけは私たちを神との正しい関係に立ち返らせ、自己の真の姿を知らせるための恵みの機会なのである。神は蛇の言葉に聞き従うことで与えられるものがどんなに惨めなものであるかを知らせようとされたのである。
「取って食べるなと命じた木から食べたのか」：神はアダムの行為を指摘し、断罪しようとされたのではない。神はアダムの犯した罪を明確にさせることで、あるいはアダムに思い起こさせることで罪に対する自覚を促し、何よりも悔い改めに導こうとされたのである。神がアダムに願われたことは、何よりも罪に対する悔い改めであった。
＊罪の告白と悔い改めこそが神が願われていることである。神は戒めに背いたアダムに憐みの心をもって近づかれ、神の御言葉に背くことがどれほど悲惨で惨めな現実をもたらすのかを教え諭し、さらには罪の悔い改めにより神の愛の懐に立ち返ってくることを待ち望んでいたのである（詩編51編）。
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　時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい。
